
忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

日
時　

令
和
2
年
12
月
13
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
の
方
や
、
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心

霊
現
象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
で
発
表

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

事
務
局
に
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透

視
能
力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人

に
能
力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�

11
月
と
1
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
、
4
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
未
了
の
会
員
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
１
巻
と

　

佐
々
木
茂
美
名
誉
会
長
の
最
新
著
書

　

2
冊
の
販
売
開
始

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
研
究
集
会
、

　

十
二
月
忘
年
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
41
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
6
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
二
年
度
通
常
総
会
報
告

◎
令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
五
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
ゼ
ロ
場
、
ゼ
ロ
磁
場
と
は
何
か

◎�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
見
え
な
い

こ
と
へ
の
不
安
と
見
え
な
い
心
の
向

か
い
か
た

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
三
千
円
也　
　
　

石
川　

允
朗　

様

金
二
千
円
也　
　
　

柴
山　

春
美　

様

金
二
千
円
也　
　
　

塩
島　

博
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1�アサノビル201号
佐佐木　康　二

☎�022（279）0908･FAX��022（274）0097

中　　　部
〒455−0053　名古屋市港区

名四町113
眞　野　博　英

☎��090-9196-2963

北　　　陸
〒920−0031　金沢市広岡2−7−25

プレミスト金沢駅西口Ⅰ　804号
佐　藤　禎　花

☎�076（234）2034

関　　　西
〒545−0034　大阪市阿倍野区

阿倍野元町1−2
和　田　高　幸

☎�06（6624）0559･FAX��06（6624）5061

九　　　州
〒851−2122　長崎県西彼杵郡

長与町本川内16−6
森　安　政　仁

☎�095（883）6048･FAX��095（883）6159

日本サイ科学会　令和 2年 11 月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号454
2−11･12



● ❷●

★
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻

（
No.�
1
（
創
刊
号
）
～
No.�

15
）
販
売
開
始

の
お
知
ら
せ

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（PSIJ

）
復
刻
版

第
１
巻
［
No.�

1
（
創
刊
号
）
～
No.�

15
］
が

発
売
に
な
り
ま
す
。

１
冊�

1
0
0
0
円
（
税
別
）
で
す
。

発
売
予
定
は
2
0
2
0
年
11
月
15
日
で

す
が
、
都
合
に
よ
り
前
後
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

購
入
方
法
は
、A

m
azon

で
購
入
す

る
か
、
一
般
書
店
で
は
注
文
に
よ
る
購

入
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式

サ
イ
ト
の
左
メ
ニ
ュ
ー
の
「PSIJ

復
刻

版
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
詳
細
ペ

ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

★�

佐
々
木
茂
美
先
生
の
新
刊
本
2
冊
の

ご
紹
介

◎
佐
々
木
茂
美
・
苗
鉄
軍
著

「
心
と
物
質（
念
写
と
透
視
）」

・
電
子
書
籍（K
indle

版
）

　

価
格　

1
0
0
円（
税
込
）

◎
佐
々
木
茂
美
著

「
サ
イ（
気
）の
計
測
と
実
用
化
」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

2
5
0
円（
税
込
）

　

U
nlim

ited

（
読
み
放
題
）対
象
商
品

・
紙
の
本（
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
発
行
、

　

A
m
azon�PO

D

版
）

　

価
格　

1
2
8
0
円
（
税
別
予
定
価

　

格
、
12
月
上
旬
発
売
予
定
）

※
い
ず
れ
の
書
籍
もA

m
azon

で「
佐
々

木
茂
美
」
で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
し
ま

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

人
生
の
質
を
高
め
る
「
魂
」
リ

ー
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉�
氏

（�

医
療
法
人
春
鳳
会�

は
し
も
と
内
科

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、
医
師
、

医
学
博
士
）

日
時　

令
和
2
年
11
月
21
日（
土
）

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

講
堂

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
2
0
年
放
談
会
（
懇
親
会
）

日
時　

令
和
2
年
12
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
後
4
時
～
7
時

参
加
費　

三
五
〇
〇
円（
飲
食
費
共
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂

電
話　

0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

交
通　

阪
堺
電
車「
松
虫
駅
」下
車

　

す
ぐ
、
地
下
鉄
「
阿
倍
野
駅
」
か
ら

　

徒
歩
10
分

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
ご
希
望
の
方
は
11
月
26
日
（
木
）
ま

で
にkps@

ladies.jp
ま
で
、
メ
ー
ル
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

※
十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
41
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
8
回�

異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ�

神
秘
！（M

YSTIC
A�!

）

宇
宙
＊
自
然
＊
社
会
＊
生
命
等
の
神

秘
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
!

日
時　

令
和
2
年
12
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会�

場　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ス
カ
イ
サ

ロ
ン（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
、

又
は
60
歳
以
上
）�

一
般�

2
0
0
0
円

宇
宙
人　

0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
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参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
3
年
1
月
17
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

　

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

2
0
2
1
年
本
格
的
な
「
水
瓶

座
の
時
代
」
の
促
進
と
個
人
の

運
勢
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

2
0
2
0
年
12
月
17
日
に
土
星
が
、

12
月
20
日
に
木
星
が
、
相
次
い
で
水
瓶

座（
ア
ク
エ
リ
ア
ス
）に
入
り
ま
す
。�

私
は
1
9
8
5
年
、
潮
文
社
か
ら
最

初
の
著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア

ス
の
時
代
」
を
出
版
し
、
潮
文
社
で
は

閉
社
し
た
3
年
前
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
販
売
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現

在
は
古
書
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
等
で
販
売

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
時
、
既
に
欧
米
で
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の
時
代
」
を

ほ
ぼ
最
初
に
日
本
で
取
り
上
げ
た
単
行

本
な
の
で
す
が
、
1
9
9
5
年
開
設
の

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星
座

で
あ
る
水
瓶
座
に
入
る
1
9
9
6
年
が

「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の
時
代
」
の
ス
タ
ー
ト

と
告
知
し
ま
し
た
。

そ
の
年
か
ら
、
天
王
星
が
水
瓶
座
を

通
過
し
た
2
0
0
3
年
ま
で
に
、
水
瓶

座
を
象
徴
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、

本
格
的
に
世
界
に
普
及
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
の
12
月
に
木
星
と
土
星

が
ほ
ぼ
同
時
に
水
瓶
座
に
入
り
、
20
年

ぶ
り
に
会
合
し
ま
す
。
木
星
は
1
年
間
、

土
星
は
約
2
年
半
、
水
瓶
座
を
通
過
し

ま
す
。
そ
の
後
、
2
0
2
3
年
3
月
に

冥
王
星
が
一
旦
水
瓶
座
に
入
り
、
6
月

に
逆
行
し
て
山
羊
座
に
戻
り
ま
す
が
、

ま
た
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
2
0
4
3

年
3
月
ま
で
の
長
期
間
、
冥
王
星
が
水

瓶
座
を
通
過
し
ま
す
。

こ
の
期
間
、
水
瓶
座
の
時
代
の
促
進

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
き
っ
か
け
が
つ

く
ら
れ
た
世
の
中
の
大
き
な
変
革
と
人

々
の
精
神
の
進
歩
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
サ
イ
科
学（
気
や
P
K
・
E
�S�

P
の
解
明
と
実
用
化
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
関
等
）
の
進
展
と
世
の
中
へ
の
貢

献
が
な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
具
体

的
な
方
向
に
つ
い
て
、
西
洋
占
星
学
の

観
点
か
ら
詳
細
に
解
説
致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
参
加
者
の
皆
様
そ
れ

ぞ
れ
の
2
0
2
1
年
1
月
か
ら
の
月
運

チ
ャ
ー
ト「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
S
」
18
カ
月
分
を
お
渡
し
し
て

（
1
人
分
無
料
）、
一
カ
月
ご
と
の
詳
細

な
先
天
運
の
波
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
対
処
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
致
し
ま
す
。

ま
た
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
2
0
2
1
年
1
月
～
2

0
2
2
年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
星
の
星
座
運
行
に
よ
る
、
環
境
運
の

見
方
と
対
処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ト
の
春
分
図（
太
陽
が
春
分
点
＝

牡
羊
座
0
度
に
あ
る
チ
ャ
ー
ト
）
を
使

っ
て
、
2
0
2
1
年
度
の
日
本
と
世
界

の
情
勢
予
測
を
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
1
月
の
分
科
会
で
、
2

0
2
0
年
の
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ト
の
春
分
図
で
、「
周
波
数
4
」

と
「
周
波
数
8
」
の
パ
ワ
ー
が
強
い
こ

と
か
ら
、
国
家
間
で
の
国
益
フ
ァ
ー
ス

ト
に
よ
る
対
立
・
紛
争
と
、
国
家
間
や

民
族
間
で
の
い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
抑
制

さ
れ
て
、
各
国
の
国
内
に
お
け
る
発
展

を
促
す
努
力
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
予

測
し
ま
し
た
。

今
回
も
複
数
の
チ
ャ
ー
ト
を
よ
り
深

く
診
断
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
経
済
面
も

含
め
て
2
0
2
1
年
の
日
本
と
世
界

の
情
勢
を
診
断
致
し
ま
す
。

※
12
月
21
日
か
ら
ほ
ぼ
毎
週
月
曜
日
に
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
通
信
」を
配
信
致
し
ま
す
。

内
容
は

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
金
言

・�

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・
瀬
尾
泰
範
の
社
会
情
勢
批
評

・�

西
洋
占
星
学
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン

等
で
す
。
過
去
の
分
科
会
参
加
者
に
は

す
べ
て
配
信
致
し
ま
す
が
（
配
信
停
止



は
い
つ
で
も
O
K
）、
参
加
し
て
い
な

い
方
も
配
信
希
望
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

宛
て
に
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn�M

.�A
ddey

氏
が
提
唱

し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ
せ

て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診
断

法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
開
発
研
究
所
」、「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
」を
主
宰
、
日
本
サ
イ
科
学

会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
1
月
12
日

（
火
）ま
で
に

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

に
参
加

メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
参
加
F
A
X
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ（
出
生
天
宮
図
）と
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致

し
ま
す
の
で
、
以
下
の
出
生
デ
ー
タ
を

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
は

公
式
サ
イ
ト
の「
問
い
合
わ
せ
」フ
ォ
ー

ム
か
ら
1
月
12
日（
火
）ま
で
に
送
信
い

た
だ
く
か
、
F
A
X
で
送
信
願
い
ま
す
。

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名　

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�

出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会
長　

浪
平�

博
人

◎�

令
和
元
年
度（
2
0
1
9
）本
部
事
業

報
告

1�

．
会
員
の
現
状
（
令
和
2
年
5
月
末

現
在
）

令
和
2
年
5
月
末
現
在

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名　
　
　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

3
名　
　
　

　
　

正
会
員　
　
　

1
5
1
名　
　
　

　
　

学
生
会
員　
　
　

1
9
名　
　
　

　
　

準
会
員　
　
　
　

4
6
名　
　
　

　
　

合
計　
　
　
　

2
2
0
名　
　
　

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
28
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
13
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

平
成
31
年

4�
月
21
日
（
日
）
佐
々
木�

茂
美
、
佐
藤

禎
花
、
苗�

鉄
軍「
オ
ー
ブ
研
究
の
最

近
に
つ
い
て
」

令
和
元
年

6�

月
9
日（
日
）小
久
保�

秀
之「
マ
イ
ク

ロ
P
K
現
象
の
検
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
」

7�

月
21
日
（
日
）「
不
思
議
体
験
談
、
写

真
映
像
発
表
・
討
論
会
」

9�

月
14
日（
土
）志
賀�

一
雅「
脳
波
と
バ

ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
振
に
つ
い
て
」

10
月
14
日（
月
・
祝
）第
28
回
全
国
大
会

　

�「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
：
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

12�

月
14
日
（
土
）「
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会
」

令
和
2
年

2�

月
2
日（
日
）ア
マ
ナ（
呉�

清
恵
）氏

「『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

令
和
元
年

7�

月
14
日（
日
）第
37
回「
第
13
回
U
�F�

O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
21
日（
土
）第
38
回「
第
7
回
異
能

科
学
会
議
」

令
和
2
年

3�

月
28
日（
土
）第
39
回「
第
2
回
ソ
ク

ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

● ❹●



　
（
世
話
役　

小
林�

信
正
）

令
和
元
年

5�

月
12
日（
日
）第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
研
究
分
科
会

11�

月
4
日（
月
・
祝
）第
10
回
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

☆�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会　
（
世
話
役　

瀬
尾�
泰
範
）

令
和
2
年

1�

月
13
日
（
月
・
祝
）
第
5
回
占
星
学

と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会

3
．
通
常
総
会

　

令
和
元
年
6
月
9
日（
日
）北
と
ぴ
あ

　

7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

令
和
元
年
6
月
9
日（
日
）北
と
ぴ
あ

　

7
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
1
6
回
～
第

2
2
0
回
）を
4
月
、
7
月
、
9
月
、

12
月
、
2
月
と
5
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物

　

�「
サ
イ
科
学
」
第
41
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。

　

�「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
4
5
号

か
ら
第
4
5
0
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
2
年
度
本
部
事
業
計
画

・�

10
月
24
日（
土
）に
第
29
回
全
国
大
会

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

も
含
め
て
～
」）を
開
催
す
る
。

・�

本
部
例
会
を
4
回
（
7
、
9
、
12
、

2
月
）開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2

回（
5
、
10
月
）開
催
す
る
。

・�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・�
本
部
理
事
会
を
4
回（
7
、
9
、
12
、

2
月
）開
催
す
る
。

・�

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会

を
1
回（
9
月
）開
催
す
る
。

・�

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・�

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
2
0
1
9
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
1
9
年

4
月
13
日　

第
2
2
4
回
研
究
会
総
会

＊
2
0
1
8
年
度
事
業
報
告
、
2
0
1

　

9
年
度
事
業
計
画

＊
「
我
々
に
は
な
ぜ
感
情
や
欲
望
が
あ

　

る
の
か　

優
良
宇
宙
人
的
視
点
」

　

佐
佐
木
康
二

6
月
8
日　

第
2
2
5
回
研
究
会　

＊
「
楽
し
み
過
ぎ
は
老
化
を
早
め
る
!�

　

フ
ロ
ー
体
験
へ
の
道
」　

佐
佐
木
康
二

8
月
10
日　

第
2
2
6
回
研
究
会

＊
「
電
磁
波
は
金
運
も
下
げ
て
い
た
!
」

　

佐
佐
木
康
二

10
月
12
日　

第
2
2
7
回
研
究
会

＊
「
人
類
の
運　

5
G
に
よ
り
天
変
地

　

異
10
倍
増
!
」　

佐
佐
木
康
二

12
月
14
日　

第
2
2
8
回
研
究
会

＊
「
悟
り
へ
の
道
は
運
気
ア
ッ
プ
と
同

　

じ
こ
と
だ
っ
た
」　

佐
佐
木
康
二

2
0
2
0
年

2
月
8
日　

第
2
2
9
回
研
究
会

＊
「
肥
満
と
霊
能
と
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ

　

ー
シ
ョ
ン
と
の
関
係
」　

佐
佐
木
康
二

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人
及

び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る
だ

け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的
に

持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人
に

成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本
質

的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

●❺ ●



持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2�

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4�

．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5�

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6�

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

�

眞
野　

博
英

◎
2
0
1
9
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

令
和
元
年
9
月
7
日
（
土
）　

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

令
和
2
年
3
月
21
日
（
土
）　

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

令
和
2
年
9
月
5
日（
土
）　

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

令
和
3
年
3
月
20
日
（
土
）　

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
令
和
元
年
度（
2
0
1
9
）事
業
報
告

令
和
元
年
5
月
5
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
生
命
の
循
環
と
ニ
ュ
ー
ト

　

リ
ノ　

～
素
粒
子
の
世
界
～
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
元
年
8
月
18
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
月
の
マ
ン
ダ
ラ　

～
た
ま

　

ゆ
ら
の
癒
し
～　

1
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
元
年
10
月
13
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
月
の
マ
ン
ダ
ラ　

～
た
ま

　

ゆ
ら
の
癒
し
～　

2
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

◎
令
和
2
年
度（
2
0
2
0
）事
業
計
画

令
和
2
年
6
月
28
日（
日
）　

　

テ
ー
マ
『
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
セ

　

ル
フ
ケ
ア
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
2
年
7
月
26
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
神
道
の
呼
吸
法
と
神
道
の

　

霊
魂
観
』
人
体
の
生
理
作
用
と
心
理

　

作
用
と
心
霊
作
用

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
2
年
9
月
6
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
食
べ
る
投
資
』
う
つ
病
な

　

ど
の
心
の
病
を
発
症
す
る
大
き
な
原

　

因
の
一
つ

　
「
現
代
型
栄
養
失
調
」
と
言
わ
れ
て

　

い
る
。

　

心
の
不
調
、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い

　

精
神
力
は
食
事
か
ら
。

　

講
師　

佐
藤�
禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

和
田　

高
幸

◎
令
和
元
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
1
9
年
（
会
場　

大
阪
市
立
阿
倍

野
学
習
セ
ン
タ
ー
）

4�

月
20
日
「
目
に
見
え
て
変
化
す
る
こ

の
一
年
を
具
体
的
に
予
測
す
る
」

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛

5�

月
18
日「
御
代
替
わ
り
以
降
の
日
本
、

世
界
」
～
ど
う
な
る　

こ
れ
か
ら
の

社
会
～

　

講
師　

水
口�

清
一

6�

月
15
日
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

の
現
代
（
い
ま
）」
～
P
P
K
背
骨

健
康
法
～

　

講
師　

中
垣�

光
市

7�

月
20
日
「
孝
明
天
皇
は
切
紙
神
事
で

太
平
洋
戦
争
を
予
言
し
た
」
～
誰
も

知
ら
な
い
幕
末
維
新
の
真
実
と
出
口

王
仁
三
郎
～

　

講
師　

出
口�

恒

9�

月
21
日
「
実
体
験
を
ふ
ま
え
た
U
�F�

O
現
象
」
～
U
F
O
―
飛
翔
体
、
遭

遇
と
そ
の
軌
跡
～

　

講
師　

加
藤�

純
一

10�

月
19
日「
ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ

● ❻●



ク
」～
お
笑
い
の
効
用
～

　

講
師　

若
井�

ぼ
ん

11�
月
16
日
「
海
の
神
さ
ま
住
吉
大
社
」

～
物
語
と
神
異
に
み
る
神
秘
～

　

講
師　

小
出�
英
詞

1�

月
18
日「
令
和
2
年
、
2
0
2
0
年
」

～
ど
う
な
る
日
本
、
世
界

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛

2�

月
15
日
「
目
に
見
え
な
い
『
場
』
の

法
則
」
～
未
来
を
動
か
す
「
場
」
と

い
う
妖
怪

　

講
師　

水
口�

清
一

3�

月
21
日
「
前
世
療
法
の
現
場
か
ら
」

～
宇
宙
人
、
霊
界
、
天
界
、
未
来
世
、

胎
内
記
憶
・
・
・
見
え
な
い
世
界
の

リ
ア
ル
～

　

講
師　

根
本�

恵
理
子

◎
令
和
2
年
度
事
業
計
画

（
会
場　

10
月
ま
で
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

※
2
0
2
0
年
4
月
、
5
月
は
非
常
事

態
宣
言
に
よ
り
休
会
。
8
月
、
12
月
は

恒
例
の「
放
談
会
」を
実
施
す
る
予
定
。

6�

月
20
日
「
病
め
る
地
球
の
処
方
箋
」

～
2
0
2
0
年
は
大
転
換
期
～

　

講
師　

小
澤�

頼
仁

7�

月
18
日
「
死
ぬ
ま
で
元
気
に
生
き
ら

れ
る『
場
の
医
学
』健
康
法
」

　

講
師　

生
一�

智
之

9�

月
19
日
「
知
ら
れ
ざ
る
童
謡
（
わ
ざ

う
た
）
の
世
界
」
～
童
謡
は
「
言
霊
」

の
結
晶
～

　

講
師　

慈
の（
よ
し
の
）

（
ピ
ア
ノ
は
津
村�

和
泉�

氏
）

10�

月
17
日
「
現
役
医
師
が
体
験
し
た
未

知
の
サ
イ
現
象
に
つ
い
て
」
～
U
�F�

O
の
目
撃
を
巡
る
異
常
体
験
と
身
体

的
影
響
な
ど
～

　

講
師　

高
木�

伴
幸

11�

月
21
日
「
人
生
の
質
を
高
め
る
『
魂
』

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

　

講
師　

橋
本�

和
哉　
（
会
場
：
大
阪

市
立
阿
倍
野
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
）

※
こ
れ
以
降
、
会
場
は
阿
倍
王
子
神
社

参
集
殿

2
0
2
1
年

1
月
16
日
：
タ
イ
ト
ル
未
定

　

講
師　

水
口�

清
一

2
月
20
日
：
タ
イ
ト
ル
未
定

　

講
師　

上
森�

三�

郎

3�

月
20
日「
癒
し
の
チ
ャ
イ
ム
」～「
音
」

の
身
体
的
影
響
と
治
療
の
可
能
性
～

　

講
師　

牧
野�

持
侑

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

森
安　

政
仁

◎
令
和
元
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

令
和
元
年

5
月
19
日（
日
）研
究
集
会

　

�

小
林�

信
正「
天
運
に
導
か
れ
る
!
ひ

ら
め
き
を
受
け
る
に
は
」

　

�

寺
山�

心
一
翁「
意
識
の
受
容
と
健
康

の
関
係
」

7
月
14
日（
日
）研
究
集
会

　

講
師　

森
安�

政
仁

11
月
10
日（
日
）研
究
集
会

　

講
師　

森
安�

政
仁

令
和
2
年

1
月
25
日（
土
）新
年
会

　
（
会
場　

割
烹�

大
判
）

◎
令
和
2
年
度
事
業
計
画

　

今
後
の
予
定
は
、
現
時
点
に
お
い
て

は
未
定
で
す
。

［
令
和
元
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
2
年
度
予
算
］

●❼ ●

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,700,000 会費（正） 1,195,000 ジャーナル発行 600,000 600,600 会費 1,600,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 300,000 308,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 400,000 会費（準） 185,000 人件費 920,000 1,125,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 146,215 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,044,287 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 107,000 繰越金 1,377,527 講師謝礼 120,000
合計 3,644,287 入会費 34,000 事務用品 120,000 174,691 合計 3,877,527 事務用品 120,000

例会収入 489,000 郵送・配送料 50,000 50,921 郵送・配送料 50,000
本会寄付 937,000 通信費 40,000 35,653 通信費 40,000
本・他 196,390 会議・打合せ 60,000 73,821 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,044,287 事務所維持費 150,000 148,749 事務所維持費 150,000
合計 4,254,677 郵便・銀行振込料 2,000 400 郵便・銀行振込料 2,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 106,100 予備 100,000
来期繰越金 1,022,287 1,377,527 来期繰越金 1,255,527
合計 3,644,287 4,254,677 合計 3,877,527

収入 支出 収入 支出
項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額

会費 1,700,000 会費（正） 1,195,000 ジャーナル発行 600,000 600,600 会費 1,600,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 300,000 308,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 400,000 会費（準） 185,000 人件費 920,000 1,125,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 146,215 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,044,287 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 107,000 繰越金 1,377,527 講師謝礼 120,000
合計 3,644,287 入会費 34,000 事務用品 120,000 174,691 合計 3,877,527 事務用品 120,000

例会収入 489,000 郵送・配送料 50,000 50,921 郵送・配送料 50,000
本会寄付 937,000 通信費 40,000 35,653 通信費 40,000
本・他 196,390 会議・打合せ 60,000 73,821 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,044,287 事務所維持費 150,000 148,749 事務所維持費 150,000
合計 4,254,677 郵便・銀行振込料 2,000 400 郵便・銀行振込料 2,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 106,100 予備 100,000
来期繰越金 1,022,287 1,377,527 来期繰越金 1,255,527
合計 3,644,287 4,254,677 合計 3,877,527

収入 支出 収入 支出

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,700,000 会費（正） 1,195,000 ジャーナル発行 600,000 600,600 会費 1,600,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 300,000 308,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 400,000 会費（準） 185,000 人件費 920,000 1,125,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 146,215 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,044,287 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 107,000 繰越金 1,377,527 講師謝礼 120,000
合計 3,644,287 入会費 34,000 事務用品 120,000 174,691 合計 3,877,527 事務用品 120,000

例会収入 489,000 郵送・配送料 50,000 50,921 郵送・配送料 50,000
本会寄付 937,000 通信費 40,000 35,653 通信費 40,000
本・他 196,390 会議・打合せ 60,000 73,821 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,044,287 事務所維持費 150,000 148,749 事務所維持費 150,000
合計 4,254,677 郵便・銀行振込料 2,000 400 郵便・銀行振込料 2,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 106,100 予備 100,000
来期繰越金 1,022,287 1,377,527 来期繰越金 1,255,527
合計 3,644,287 4,254,677 合計 3,877,527

収入 支出 収入 支出



◎�
令
和
2
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川�

次
郎

特
別
会
員　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey�A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木�
茂
美

会
長　
　
　

浪
平�

博
人

理
事
長　
　

久
保
田�

昌
治
＊

副
理
事
長　

小
林�

信
正
＊

顧
問　
　
　

品
川�

次
郎
＊

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長　
　

　

河
野�

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木�

康
二
＊

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野�

博
英
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤�

禎
花
＊

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

和
田�

高
幸
＊

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安�

政
仁
＊

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津�

淳
＊
、
石
川�

允
朗
＊
、

　

大
木�

高
伸
＊
、
小
林�

泰
樹
、

　

小
牧�

昭
一
郎
＊
、
志
賀�

一
雅
、

　

徳
永�

康
夫
、
中
島�

敏
樹
、

　

鯰
江�

勇
、
橋
本�

和
哉
＊
、

　

前
田�

知
則
＊
、
苗�

鉄
軍
、

　

渡
辺�

宙
明

幹
事��

小
澤�

佳
彦
＊

評
議
員

　

占
部�

浩
一
＊
、
瓜
生�

昌
代
司
、

　

鴨
川�

裕
司
、
川
村�

隆
夫
、

　

小
林�

隆
文
、
佐
藤�

ひ
ろ
子
、

　

谷
口�

五
月
、
飛
田�

洋
子
＊
、

　

三
浦�

良
江

監
事　

今
年
度
よ
り
交
代
し
ま
す

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

基
幹
論
文
賞

�　
　

福
島
県　

佐
々
木�
茂
美�

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
十
八
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

令
和
2
年
9
月
19
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平�

博
人

題
目「
陰
・
陽
サ
イspin

対（
光
子
）の

発
見
」

三
日
月
型
の
動
念
写
像
の
画
像
解
析
の

結
果
か
ら
サ
イ
（
気
）
の
実
体
を
推
定

し
た

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�

氏

◎
小
久
保
秀
之
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
生
。
名
古
屋
大
学
理
学

部
物
理
学
科
卒
。
三
省
堂
編
集
部
員
、

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
客
員
協
力
研

究
員
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長

を
経
て
、
現
在
は
明
治
大
学
兼
任
講
師
。

専
門
は
超
心
理
学
と
気
功
研
究
。
人

体
科
学
会
、
国
際
生
命
情
報
科
学
会
、

N
euroQ

uantology

な
ど
の
理
事
・
編

集
委
員
も
務
め
て
い
る
。

http://kokubo.cool.coocan.jp/
講
演
内
容

本
日
は
「
マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
検

出
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ

と
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
と
い
い
ま
す
と
、

乱
数
発
生
器
、
電
子
的
な
サ
イ
コ
ロ
で

す
ね
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
念
力
の
研
究

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
そ

う
い
う
も
の
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
の

で
、
自
分
で
購
入
し
て
、
自
分
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
つ
な
い
で
、
実
験
は
で
き

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
電
子
的
な
サ
イ

コ
ロ
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
念

力
が
作
用
す
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
、
念
力
で

自
由
に
目
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
の
を
、
電
気
的
に
置
き
換
え
た
だ
け

だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
だ
い
た
い
皆

さ
ん
は
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
よ
く
よ
く
検
出
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
、
そ
の
電
子
回
路
の
中
を
考

え
て
み
る
と
、
そ
う
と
う
変
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
な
い
と
、
念
力
は
検
出
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
特
殊
な
仮
説
が
提
案
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

で
も
そ
の
一
方
で
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ

と
か
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
か
心
霊
治
療
の
よ

う
な
、
我
々
の
目
に
見
え
る
サ
イ
ズ
で

起
こ
る
マ
ク
ロ
P
K
、
巨
視
的
な
サ
イ

ズ
の
念
力
現
象
、
あ
る
い
は
生
体
に
対

す
る
念
力
現
象
：
バ
イ
オ
P
K
、
こ
う

い
っ
た
も
の
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
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言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
部
が
全
部
つ
じ
つ
ま
が
合
う
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
遠
隔
で

も
で
き
る
」
と
か「
広
が
り
を
も
っ
て
い

る
」と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
乱
数
発
生
器
に

対
す
る
念
力
の
作
用
と
は
つ
じ
つ
ま
が

合
わ
な
い
よ
う
な
説
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
を
な
ん
と
か
整
合
性
を
も
た
せ
る
よ

う
な
解
釈
が
で
き
な
い
か
と
い
う
の
が
、

そ
も
そ
も
こ
う
い
っ
た
研
究
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
超
能
力
の
研
究
、
超
心

理
現
象
の
研
究
は
ど
ん
な
ふ
う
に
対
象

を
絞
っ
て
い
る
の
か
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
不
思
議
現
象
を
全
部
研
究
し
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
学

術
的
に
や
ろ
う
と
す
る
と
、
対
象
を
あ

る
程
度
絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
超
能
力
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
：
サ
イ
（psi
）
で
す
ね
、
こ
れ
は

大
き
く
2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
1
つ

は
、
E
S
P（
超
感
覚
的
知
覚
）と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
、
E
S
P
は
透
視
、

テ
レ
パ
シ
ー
、
予
知
の
3
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

も
う
一
つ
サ
イ
の
中
で
重
要
な
の
が
、

P
K（
念
力
）で
す
が
、
P
K
も
マ
ク
ロ

P
K
、
マ
イ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P
K

の
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
マ
ク
ロ

P
K
は
ス
プ
ー
ン
曲
げ
と
か
、
目
に
見

え
る
巨
視
的
な
サ
イ
ズ
で
念
力
が
働
く

現
象
、
マ
イ
ク
ロ
P
K
は
電
子
回
路
の

中
な
ど
で
働
く
、
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で

の
念
力
現
象
、
バ
イ
オ
P
K
は
ヒ
ー
リ

ン
グ
な
ど
こ
れ
も
目
に
見
え
る
現
象
で

す
が
、
生
体
に
対
す
る
P
K
現
象
で
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
超
心
理
現
象
の

研
究
で
重
要
な
の
が
、
死
後
存
続
問
題

（Survival�problem

）
で
す
。
簡
単
に

言
い
ま
す
と
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
問
題
、

幽
霊
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
験
室
で
簡
単
に
実
験
が
で
き
る
の

は
、
E
S
P
現
象
と
P
K
現
象
で
し
て
、

死
後
存
続
問
題
は
、
じ
ゃ
あ
実
験
す
る

か
ら
ち
ょ
っ
と
試
し
に
死
ん
で
み
て
、

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
調
査
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
非

常
に
重
要
で
、
文
化
人
類
学
、
宗
教
学

等
い
ろ
い
ろ
な
方
面
の
研
究
者
が
興
味

を
も
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
メ
イ
ン
の
お
話
の
マ
イ
ク
ロ

P�

K
は
、
念
力
実
験
の
1
つ
で
す
が
、
電

子
回
路
を
使
っ
た
乱
数
発
生
器（RN

G

：

Random
�N

um
ber�Generator

）を
使

い
ま
す
。

下
の
写
真
の
左
上
の
装
置
は
初
期
の

頃
の
乱
数
発
生
器
で
す
。
現
代
の
乱
数

発
生
器
は
も
っ
と
小
さ
く
な
り（
写
真

右
上
の
装
置
）、
乱
数
発
生
器
で
0
か
1

を
ラ
ン
ダ
ム
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
テ
ー
ブ
ル
上
を
ラ
ン
ダ
ム
に
動
く

お
も
ち
ゃ（
写
真
左
下
）の
動
き
を
、
自

分
の
思
う
方
向
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

り
、
モ
ニ
タ
ー
上
で
赤
と
緑
の
2
台
の

車
の
レ
ー
シ
ン
グ
競
争（
写
真
右
下
）を

さ
せ
た
り
し
ま
す
。

乱
数
発
生
器
を
使
っ
た
実
験
に
は
2

種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
1
つ
は

先
ほ
ど
の
よ
う
な
乱
数
発
生
器
に
つ
な

が
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
に
、

念
力
を
か
け
る
実
験
で
す

も
う
一
つ
は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
R
N
G

実
験
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
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は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
い
い
ま
す
と
、

私
は
カ
バ
ン
の
中
に
乱
数
発
生
器
を
持

ち
歩
い
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
イ
ベ

ン
ト（
野
球
場
や
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
、
宗
教
的
儀
式
会
場
等
）な
ど
、
人
々

の
意
識
が
1
点
に
集
中
す
る
場
所
に
持

ち
込
む
と
、
そ
の
無
意
識
的
な
念
力
に

よ
り
、
乱
数
発
生
器
に
異
常
な
出
力
を

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前
者
の
実
験
は
、「
は
い
、
実
験
に

来
て
く
だ
さ
い
」、「
今
か
ら
念
力
を
出

し
て
く
だ
さ
い
」、「
は
い
、
終
了
で
す
」

と
い
う
よ
う
な
、
古
典
的
な
念
力
実
験

の
タ
イ
プ
で
す
。

後
者
は
実
験
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
普
通
に
日

常
生
活
を
し
て
い
て
も
大
丈
夫
で
す
。

例
え
ば
映
画
館
等
で
映
画
を
見
て
い
る

人
々
は
映
画
に
集
中
し
て
い
ま
す
が
、

映
画
館
の
中
に
乱
数
発
生
器
を
持
ち
込

む
と
、
映
画
の
シ
ー
ン
に
応
じ
て
、
観

客
が
一
斉
に
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
と

か
感
情
の
変
動
が
あ
る
と
、
乱
数
発
生

器
が
異
常
な
出
力
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
瞑
想
の
パ
ー
テ
ィ
や
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
に
人
々
が
行
っ
た
と
き
に
、
乱

数
発
生
器
が
ど
う
い
う
反
応
を
示
す
か

を
測
定
し
た
り
し
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
R
N
G
実
験
で
最
も
有

名
な
も
の
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に

い
た
ロ
ジ
ャ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
が
主

催
し
た
、
世
界
意
識
計
画
（GCP

：

Global�Conscious�Project

）で
す
。

こ
れ
は
、
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
場

所
に
乱
数
発
生
器
を
置
き
、
常
時
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
乱
数
発
生
器
の
出
力
を
観
察
し
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
と
世
界
規
模
、
地
球

規
模
で
何
か
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

て
、
人
々
の
意
識
が
そ
こ
に
集
中
す
る

と
、
世
界
中
の
乱
数
発
生
器
が
変
動
し

た
り
、
非
常
信
号
を
出
す
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
仮
説
の
も
と
に
行
わ
れ
て

い
る
研
究
で
す
。

こ
の
研
究
が
動
き
始
め
て
す
ぐ
に
、

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
9
月
11
日
の
ア
メ
リ
カ

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で
す
。
あ
の
と
き

皆
さ
ん
は
、
飛
行
機
が
ビ
ル
に
突
っ
込

む
と
こ
ろ
と
か
、
2
つ
の
ビ
ル
が
崩
れ

る
と
こ
ろ
を
テ
レ
ビ
等
で
見
た
と
思
い

ま
す
が
、
確
か
に
あ
の
前
後
は
世
界
中

で
非
常
に
多
く
の
人
々
の
意
識
の
状
態

が
一
斉
に
変
わ
り
ま
し
た
。

9
・
11
事
件
前
後
1
週
間
の
乱
数

発
生
器
の
出
力
グ
ラ
フ
を
見
ま
す
と
、

9
・
11
前
は
特
に
異
常
な
動
き
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
9
・
11
後
か
ら
70
台

位
あ
る
世
界
中
の
乱
数
発
生
器
が
同
期

的
に
異
常
な
出
力
を
出
し
ま
し
た
。

地
球
上
の
10
億
人
規
模
の
人
々
が
、

驚
い
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
、
あ
る
い
は

喜
ん
だ
り
し
て
、
皆
が
同
じ
よ
う
に
興

奮
し
た
と
い
う
点
で
は
非
常
に
大
き
な

出
来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
乱
数
発
生
器
が
人
間
の
無
意
的
念

力
を
測
定
す
る
こ
と
は
、
他
に
も
い
ろ

い
ろ
な
研
究
が
さ
れ
て
い
て
、
ま
あ
間

違
い
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
P
K
検
出
の
仮
説

物
理
乱
数
発
生
器（
R
N
G
）は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
、
P
K（
念
力
）を
検
出

し
て
い
る
の
か
?�

主
に
3
つ
の
仮
説
が

あ
り
ま
す
。

1�

．
直
接
R
N
G
に
P
K
が
働
い
て
、

出
力
が
変
わ
る
（
特
に
呼
び
名
が
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
直
接
作
用
説
と

す
る
）。

2�

．
最
終
的
に
出
力
さ
れ
た
乱
数
に
直

　

�

接
P�

K
が
作
用
す
る（Goal-oriented

仮
説
、
観
測
理
論
）。

3�

．
偏
り
が
生
じ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予

知
し
て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
R
�N�

G
を
作
動
さ
せ
る（
決
定
増
大
理
論
）。

い
ず
れ
の
説
も
、
R
N
G
出
力
乱
数

の
Z
や
換
算
Z
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
を
定
量
的
に
予
測
す
る
具
体
的

な
モ
デ
ル
は
提
唱
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
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ま
た
、
バ
イ
オ
P
K
や
マ
ク
ロ
P
K
の

研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
整
合
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
イ
オ
P
K
（
生
体
念
力
）
は
手
か

ざ
し
、
祈
り
に
よ
る
治
癒
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
療
法
、
気
功
外
気
療
法
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

・
18
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
→
メ
ス
メ
リ
ズ

　

ム（
動
物
磁
気
）

・
19
世
紀
日
本
→
霊
術（
手
か
ざ
し
）

・
20
世
紀
中
国
→
外
気
療
法

・
20
世
紀
後
半
の
世
界
→
色
々
な
技
法

　

流
派
が
登
場�

現
代
の
学
術
的
な
バ
イ
オ
P
K
研
究

は
、
カ
ナ
ダ
の
グ
ラ
ッ
ド
に
よ
る
、
マ

ウ
ス
に
ケ
ガ
を
さ
せ
、
ヒ
ー
ラ
ー
に
ヒ

ー
リ
ン
グ
さ
せ
て
治
り
が
ど
れ
だ
け
早

か
っ
た
か
を
実
験
し
た
り
、
植
物
に
同

じ
よ
う
に
処
置
し
て
、
植
物
の
成
長
速

度
が
早
ま
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

以
降
、
補
完
代
替
医
療
・
統
合
医
療

の
分
野
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
1
9
9
2
年
に
米
国
に
代
替
医
療

局
が
設
立
さ
れ
、
研
究
予
算
が
つ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
バ
イ
オ
P
K
研
究
が
加

速
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
バ
イ
オ
P
K
研
究
は

社
会
科
学
・
人
文
科
学
的
な
研
究
、
そ

れ
か
ら
超
能
力
と
し
て
み
る
超
心
理
学

的
・
生
物
物
理
学
的
な
研
究
が
あ
り
ま

す
が
、
医
学
的
な
研
究
が
現
在
は
最
も

盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
る
お
医
者
さ
ん

や
看
護
師
さ
ん
達
が
、
実
際
に
手
か
ざ

し
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん

の
健
康
状
態
に
ど
れ
だ
け
い
い
効
果
が

あ
っ
た
か
、
を
報
告
し
て
い
る
の
で
、

医
学
系
の
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索

を
か
け
る
と
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
す
。

念
力
で
探
す
と
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
ヒ

ー
リ
ン
グ
と
か
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ラ

ピ
ー
で
探
す
と
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
補
完
代
替
医
療
の
論
文
数
の

グ
ラ
フ
で
す
が
、
1
9
7
0
年
代
か
ら

増
え
て
き
て
、
1
9
9
0
年
代
か
ら
は
、

ネ
ッ
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
急
激
に
増
え
て
い
ま

す
。

　

補
完
代
替
医
療
論
文
の
内
容
別
構
成

比
の
グ
ラ
フ
を
見
ま
す
と
、Acupuncture

（
鍼
灸
治
療
）、M

ind-Body

（
心
身
相

関
）、M

usculoskeletal

（
筋
骨
格
系

治
療
）
が
大
き
く
伸
び
て
、Spiritual�

T
herapies

（
心
霊
治
療
）
は
少
し
伸
び

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
前
に
も
ご
紹
介
致
し
ま
し
た

私
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
手
か
ざ
し
）
の
研

究
で
す
が
、
切
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
に
手
か

ざ
し
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
も
の
と
、
ヒ

ー
リ
ン
グ
し
な
か
っ
た
も
の
の
バ
イ
オ

フ
ォ
ト
ン
の
発
光
強
度
を
比
較
す
る
と

い
う
研
究
方
法
で
す
。
ヒ
ー
ラ
ー
の
パ

ワ
ー
を
数
値
化
し
て
計
る
、
さ
ら
に
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
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周
囲
に
沢
山
の
切
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
を
等

間
隔
に
置
い
て
、
そ
の
周
囲
に
及
ぼ
す

パ
ワ
ー
も
測
定
し
ま
し
た
。

4
・
5
メ
ー
ト
ル
四
方
の
場
で
、
超

能
力
者
2
名
4
デ
ー
タ
と
、
一
般
公
募

ヒ
ー
ラ
ー
5
名
10
デ
ー
タ
の
解
析
を
し

ま
し
た
。「
生
体
P
K
場
」
は
距
離
に

反
比
例
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
の
波
形
を
形
成
し
な
が
ら
、

減
衰
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

下
図
は
「
生
体
P
K
場
」
の
パ
ワ
ー

を
横
か
ら
見
た
も
の
で
す
が
、
真
ん
中

で
痛
み
を
取
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
パ
ワ
ー
を

強
く
出
し
て
い
る
と
、
そ
の
1
歩
横
に

い
る
人
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
で
か
え
っ

て
痛
く
な
る
、
も
う
一
歩
横
に
い
る
と

ち
ょ
っ
と
痛
み
が
和
ら
ぐ
、
と
い
う
効

果
で
す
。

こ
の
波
の
形
は
、
ガ
ウ
ス
分
布
と
コ

サ
イ
ン
で
近
似
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
生
体
P
K
場
」の
基
礎
方
程
式
は

波
動
方
程
式
が
候
補
と
な
り
ま
す（
右

図
下
段
）。
波
動
の
波
長
、
振
幅
等
を
決

め
る
パ
ラ
メ
ー
タ
は
複
数（
少
な
く
と

も
3
個
）必
要
と
な
り
ま
す
。

波
動
現
象
と
い
う
こ
と
は
ト
ン
ネ
ル

現
象
（
障
壁
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
現
象
）
が
起
こ
る
の
は
当
た
り

前
で
す
。

次
に
マ
ク
ロ
P
K
現
象
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

・
物
体
の
異
常
な
移
動
→
念
力
で
物
が

　

動
く
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象

・
体
表
面
へ
の
物
体
の
異
常
吸
着
→
ロ

　

シ
ア
や
東
欧
に
多
い

・
物
体
の
変
形
→
ス
プ
ー
ン
曲
げ
、
ス

　

プ
ー
ン
折
り

・
念
写
→
隔
離
さ
れ
た
空
間
に
光
が
発

　

生
す
る

・
マ
ク
ロ
P
K
現
象
に
伴
っ
て
、
異
常

　

な
電
磁
信
号
が
検
出
さ
れ
る

下
図
の
写
真
は
、
物
体
移
動
能
力
で

有
名
な
超
能
力
者
ニ
ナ
・
ク
ラ
ギ
ナ
氏

が
コ
ン
パ
ス
（
磁
針
）
の
針
を
念
力
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
動
画
の
写
真

で
す
。
最
初
は
磁
針
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
が
、
途
中
か
ら
、
コ
ン
パ
ス
本
体

も
動
か
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ン
と
張

ら
れ
た
糸
も
軽
く
触
る
だ
け
で
切
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

次
の
写
真
は
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ
（
山

下
氏
）
と
念
写
（
清
田
氏
）
を
し
て
い

る
と
き
に
、
2
人
の
左
前
頭
部
か
ら
異

常
な
電
波
が
検
出
さ
れ
た
と
き
の
写
真

で
す
。

テ
レ
ビ
局
で
超
能
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
て
い
る
と
き
に
、
ガ
リ
ガ
リ

と
ノ
イ
ズ
音
が
入
る
の
で
、
頭
部
に
特

別
製
の
何
本
か
の
ア
ン
テ
ナ
が
付
い
た

も
の
を
か
ぶ
せ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中

の
電
波
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
山
下
氏

は
21
～
28
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
、
清
田
氏
は
30

～
40
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
異
常
電
波
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。



上
の
左
の
写
真
は
、
気
功
師
が
手
か

ら
気
を
発
す
る
と
、
非
常
に
微
弱
な
光

を
捉
え
る
光
電
子
増
倍
管
（
P
M
T
）

の
暗
電
流
の
異
常
低
下
が
計
測
さ
れ
た

図
で
す
。
P
M
T
管
自
体
の
暗
電
流

の
異
常
と
い
う
よ
り
、
電
気
回
路
に
何

か
異
常
現
象
が
起
こ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

知
ら
れ
ざ
る
童
謡
（
わ
ざ
う
た
）

の
世
界

～
童
謡
は「
言
霊
」の
結
晶
～

　
　
　

講
師　

慈
の（
よ
し
の
）氏

（
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
童
謡
の
唄
い
手
）

　
　
　

ピ
ア
ノ
：
津
村
和
泉
氏

日
時　

9
月
19
日（
土
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：

慈
の　

Y
O
SH

IN
O

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
童
謡
の
唄
い
手
。

東
京
都
出
身
。
1
9
8
9
年
よ
り
東
京

の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
活
動
を
開

始
。
そ
の
後
渡
米
し
て
バ
リ
ー
・
ハ
リ

ス
に
師
事
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
研
鑽
を

積
む
。
帰
国
後
は
し
ば
ら
く
活
動
を
休

止
す
る
も
東
日
本
大
震
災
の
慰
問
演
奏

を
機
に
活
動
を
再
開
。
近
年
は《
童
謡

～
わ
ざ
う
た
、
秘
め
唄
》
に
込
め
ら
れ

た
日
本
人
の
心
と
美
し
い
音
霊
に
魅
了

さ
れ「
童
謡�

J
A
Z
Z
」
と
い
う
異
色

の
ジ
ャ
ン
ル
を
展
開
、
日
本
各
地
の
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
歌
声
は
、
聴
く

も
の
を
深
く
慈
愛
に
満
ち
た
豊
か
な
世

界
へ
い
ざ
な
い
、
そ
し
て
包
み
込
ん
で

い
く
・
・
と
評
さ
れ
、
2
0
1
6
年
に

は
国
歌「
君
が
代
」、
明
治
天
皇
御
製

（
本
居
長
世
作
曲
）を
滋
賀
県
日
吉
大
社

の
荘
重
な
る
儀
式
の
中
で
献
歌
す
る
な

ど
新
た
な
境
地
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る

音
楽
表
現
に
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
。

講
演
要
旨

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
わ

た
し
た
ち
が
幼
少
の
頃
に
親
し
ん
だ

「
童
謡
」の
旋
律
や
歌
詞
に
は
深
い
意
味

が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
国
内
外

で
活
動
す
る
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
、
慈
の

（
よ
し
の
）さ
ん
は
、
童
謡
の
歌
詞
に
秘

め
ら
れ
た「
言
霊
」「
音
霊
」
に
魅
了
さ

れ
、
ま
た
子
供
た
ち
が
歌
う
こ
と
で
発

現
す
る
日
本
人
特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は「
祈
り
」の
波

動
と
も
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
り

ふ
れ
た
歌
と
し
て
見
過
ご
し
て
い
る「
童

謡
」
に
つ
い
て
、
演
奏
を
交
え
音
楽
と

「
言
霊
」の
視
点
か
ら
考
察
し
ま
す
。�

【
童
謡
は
祈
り
の
言
霊
】

童
謡
は
、
西
洋
の
7
音
音
階
と
異
な

り
、
五
音
音
階（
い
わ
ゆ
る
ヨ
ナ
抜
き

音
階
）で
で
き
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
、

古
代
日
本
の
音
楽
と
中
国
の
音
楽
が
融

合
し［
雅
楽
］と
な
り
ま
し
た
が
、
平
安

時
代
、
こ
れ
が
大
改
革
さ
れ
1
0
0
年

も
の
年
月
を
掛
け
て“
律
音
階
”（
ド
レ

フ
ァ
ソ
ラ
）と
い
う
日
本
独
自
の
五
音
音

階
が
誕
生
し
ま
し
た
。

五
音
音
階
は
さ
ら
に
、
都
節
音
階（
ミ

フ
ァ
ラ
シ
ド
）
の
陰
音
階
と
田
舎
節
音

階（
レ
ミ
ソ
ラ
ド
）の
陽
音
階
に
分
類
さ

れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
奈
良

時
代
か
ら
ず
っ
と
日
本
人
に
染
み
つ
い

て
い
る
伝
統
的
な
音
階
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

●� ●



国
家
権
力
が
介
入
し
て
い
な
い
童
謡

（
唱
歌
は
文
部
省
が
介
入
し
た
）は
、
悲

し
い
事
を
悲
し
い
、
あ
る
い
は
辛
い
事

を
辛
い
、
と
言
わ
な
い
一
見
な
ん
の
変

哲
も
な
い
牧
歌
的
で
平
和
的
な
歌
詞
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
子
供
達
が
大
人
に
な

っ
て
何
か
重
大
な
場
面
に
直
面
し
た
り
、

ま
た
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
は
自
然
と
そ

の
人
の
心
を
癒
し
、
支
え
て
く
れ
る
と

い
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

野
口
雨
情
は
、「
物
質
文
明
の
行
き

詰
ま
り
に
は
、
必
ず
童
謡
教
育
が
必
要

に
な
る
」と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

お
な
じ
み
の
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
中

村
雨
紅
作
詞
）
は
、
完
成
後
ま
も
な
く

関
東
大
震
災
で
譜
面
が
焼
失
し
ま
し
た

が
、
歌
を
覚
え
て
い
た
雨
紅
の
妹
が
震

災
孤
児
を
集
め
て
教
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
日
で
は
、
こ
の
歌
を
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
も
と

も
と
は
震
災
の
鎮
魂
歌
と
し
て
人
々
に

歌
い
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

夕
焼
け
小
焼
け
で�

日
が
暮
れ
て

山
の
お
寺
の�

鐘
が
な
る

お
手
々
つ
な
い
で�

皆
か
え
ろ

烏
と
一
緒
に�

帰
り
ま
し
ょ
う

「
震
災
の
火
事
も
下
火
に
な
っ
た
が
一

面
焼
け
野
原
。
山
で
は
弔
い
の
鐘
が
鳴

っ
て
い
る
。
手
を
繋
い
で
遊
ん
で
い
た

友
達
は
も
う
い
な
い
。
カ
ラ
ス
が
そ
の

魂
を
黄
泉
（
よ
み
）
の
国
へ
連
れ
て
行

っ
た
…
」

震
災
の
鎮
魂
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ

た
こ
の
童
謡
は
、
悲
し
い
歌
だ
が
「
安

心
」
を
与
え
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
「
祈

り
」
が
込
め
ら
れ
た
「
祝
詞
」
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。

古
来
、
日
本
に
は［
国
褒
め
］と
い
っ

て
、
万
世
に
祝
福
を
送
っ
て
世
を
鎮
め

て
き
た
習
い
が
あ
り
ま
す
が
、「
言
霊
」

の
霊
的
な
チ
カ
ラ
は
、
特
に
子
供
た
ち

に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
霊

力
が
増
し
現
象
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
恐
れ
た
の
か
、
た
と
え

ば「
蝶
々
」の
元
歌
は
1
～
4
番
ま
で
あ

っ
た
と
い
う
の
で
す
が
、
1
番（
野
村

秋
足
作
詞
）
は
改
作
さ
れ
、
2
番
以
降

は
廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
童
謡（
わ
ざ
う
た
）】

日
本
書
紀
が
書
か
れ
た
時
代
、
童
謡

は「
わ
ざ
う
た
」と
読
ま
れ
ま
し
た
。「
わ

ざ
う
た
」
と
は
す
な
わ
ち
暗
号
で
あ
り
、

つ
ま
り
細
工
さ
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
わ

け
で
す
。

戦
乱
や
ク
ー
デ
タ
ー
な
ど
、
そ
の
内

容
を
歌
に
仕
組
み
、
人
々
に
記
憶
さ
せ

て
巧
妙
に
伝
達
し
た
の
で
し
ょ
う
。「
隠

喩
」
と
い
う
方
式
が
用
い
ら
れ
、
当
事

者
や
そ
の
関
係
者
に
だ
け
は
、
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
に
は
、

隋
の
国
が
没
落
し
て
い
く
様
子
が
、「
あ

ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
に
は
戊
辰
戦
争
の

様
子
が
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。

【
秘
め
唄
、
予
言
唄
と
し
て
】

終
末
の
世
に
お
い
て
は
、
色
々
な
ヒ

ン
ト
を
世
に
流
し
、
国
民
が
歌
う
事
で

世
を
鎮
め
、
祈
り
、
と
し
た
よ
う
で
す
。

童
謡「
さ
く
ら�

さ
く
ら
」の
作
者
は
、

弘
法
大
師（
空
海
）の
可
能
性
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
神
隠
し
」の
唄
と

も
伝
え
ら
れ
る
こ
の
歌
は
、
歌
詞
を
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
し
て
母
音
を
抜
く
と

「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
」で
も
読
め
る
そ
う
で
す
。

空
海
の
次
元
を
超
越
し
た
霊
歌
、
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Sa�K
u�Ra�

→SK
R

（
シ
ャ
ケ
ラ
）…

隠
れ
た

Y
a�Y

o�H
i

→Y
Y
H

（
ヤ
ハ
エ
）…
唯

一
の
神

So�Ra�H
a

→SRH

…
耐
え
て

「
神
が
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一
の
神

が
迫
害
を
受
け
耐
え
忍
び
、
犠
牲
と
な

り
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
そ
の
後
素
晴
ら
し
い
神
の
計
画
で
あ

る
救
い
が
成
就
す
る
」

通
り
ゃ
ん
せ�

通
り
ゃ
ん
せ

こ
こ
は
ど
こ
の�

細
通
じ
ゃ

天
神
さ
ま
の�

細
道
じ
ゃ

ち
っ
と
通
し
て�

下
し
ゃ
ん
せ

御
用
の
な
い
も
の�

通
し
ゃ
せ
ぬ

こ
の
子
の
七
つ
の�

お
祝
い
に

お
札
を
納
め
に�

ま
い
り
ま
す

行
き
は
よ
い
よ
い�

帰
り
は
こ
わ
い

こ
わ
い
な
が
ら
も

通
り
ゃ
ん
せ�

通
り
ゃ
ん
せ

「
七
つ
の
お
祝
い
…
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ

ナ
ミ
の
時
代
か
ら
七
千
年
紀
に
入
る
お

祝
い
に

お
札
を
納
め
に
…
そ
の
前
に
人
類
に
産

み
の
苦
し
み
が
あ
る

行
き
は
よ
い
よ
い
、
帰
り
は
怖
い
…

そ
の
時
は
世
の
初
め
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
か
つ
て
な
く
今
後
も
な
い
よ
う
な

大
き
な
患
難
が
…
決
し
て
戻
る
な
」

と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
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生活の人ほど、呼吸に意識を向ける呼吸法が大
事になります。吐く息に意識を向けて、しっか

り吐き切るようにしましょう。寝る前に布団の
上で行うと良いですよ。

●� ●

零（ゼロ、0）は、−1と+1の間の「無」を表
す整数、または単なる数字の空位として使用さ
れている。一般にマクロな現象を取り扱う場合
における「零」は無であり、「無」には実体は無
いと考えられている。しかし、古代の東洋では、
例えば太極図（無、混沌）で示される様に陰と
陽が交わって（加算して）諸物が生成する。つ
まり「無」を創造神とするイメージがあった様子
である。他方、近代物理学のミクロの真空では、
ZPF（ゼロポイント・フィールド）と言われるよ
うに、そこには電子と陽電子の対発生と対消滅
があると云われている。

メタル（軟鋼）で実験した（1975、佐々木、越
智）ところ、メタルの降伏点付近にマクロPKの
発生点のある事がわかった。メタルに力を加え
ると、力に比例して（直線的に）変形する（弾性
変形）が、閾値（変曲点､ 降伏点）に達すると、
直線状変形から外れて塑性変形（永久変形）に
なる。

降伏点（変曲点）以下は弾性変形（結晶の原
子間隔以内の変形）となり、降伏点以上は塑性
変形（部分的に、原子間隔以上の変形がある）
である。内部に発生する力（陰）と外部からの力

（陽）とが拮抗対峙して、変曲点には、相殺零場
（ゼロ場）が出来る。降伏点（変曲点）は、エネ
ルギー一定の条件（積算値）で形成されている。
また別の検討結果によると、このゼロ場（ゼロ
点）は、マクロ現象とミクロ現象の変換、物質
と精神の変換、超常現象生起などの異常現象
の発生点でもある。

また、此処で陽と陰の力を繰り返して衝突さ
せると、縦波（スカラー波）が発生する。スカ
ラー波は、マクロPK（念力）時のサイ（気）の搬
送波になっている。ところで、上記の「変曲点」
を造る為には、異常現象が生起するその基板材
料（場所）のエネルギー値を高めて、或一定値
にする必要がある。つまり、異常現象はエネル

ギー一定条件で生起する事になる。
筆者らは、体外の空間に存在している「オー

ブ・たまゆら」を変化させて（加算して）動的に
念写像を造り、これをビデオ撮りする実験に成
功している（2018）。この実験から得られたサイ

（気）の実体は、陰・陽が拮抗対峙する（巴型の）
光子spin対であった（動画、佐藤禎花師）。

他方、瞑想効果を向上させる為に開発され
たクリスタル・セブン（CR−7）の実験・測定

（1989）によって、上記のサイ（気）、つまり、陰・
陽が拮抗対峙する光子spin対を、陰spin（陰性）
と陽spin（陽性）に分離（2つに）する事に成功し
た。つまり、上記に示した陰と陽の拮抗対峙が、
この実験・測定によって、確かめられたことに
なる。

実験室内で容易にゼロ場を造る方法として、
無誘導コイル（NIC）を用いた零磁場がある。筆
者らは、過去数年間にわたって、中国との共同
研究として、数種類の零磁場が水、植物、卵、
幼雛、淡水魚に与える影響の実験を実施した。
結果をみると、（a）サイ（気）は微弱で、しかも
不安定であり、弱い効果しか示さない。（b）サ
イ（気）には（+）の効果と（−）の効果があり、同
一方向への加算性は弱い。（c）物理的な条件に
従わない傾向がある。（d）植物類、鶏類、魚類
等と相互作用がある。（e）人間の意識と関係が
深く、時間・空間の枠組みには適合しない性質
がある。これらの（a）～（e）の結果は、サイ（気）
の陰の力と陽の力が拮抗して（ゼロ場上で）い
る事を意味しており、陰・陽の対峙そのもので
ある事が判る。つまり、サイ（気）が諸環境、諸
条件と、どのような内容で、物質（事柄）と関係
を持っているか、の回答の一部を示している事
になると思う。従って、サイ（気）の実用化と応
用面を実施・計画する場合には、希望する片方
のみに、サイ（気）が作用するように、ゼロ場の
エネルギー値を考慮する事が望まれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田�慶祐

ゼロ場、ゼロ磁場とは何かゼロ場、ゼロ磁場とは何か
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人が人として生きるのに欠かせない事。心が
おだやかに平安である事。ストレスのない、又
は少ない状態で過ごす事。なかなか無理な事で
すが、二十一世紀は心の時代と言われ、見えな
い心が見えるあり方として表面に出て来ました。

愛と調和に向かうのか、不安や恐怖、苦しみ
や悲しみの多い、ともすれば破壊に向かうのか。
特に今現在、新型コロナウイルスという、とて
つもない、目に見えない、手強い相手が世界を
襲い、世界的に様々な出来事が表面化してきて
います。

毎日のテレビ中継は、コロナに関する見えな
い事への恐怖と不安が映し出されています。そ
して実の所はそれぞれの仕事の仕方、生活のあ
り方、心・精神力のあり方、知恵の使い方、人
との連携、大切な事、大切な物は何なのかを問
われています。苦しい時ほど、辛い時こそ、悲
しみの心がつのる時に人々はどちらへ向かうの
でしょう。

一人では無理なのです。力を合わせて頑張ろ
うとする心が生まれ、それぞれの役割分担で、
もちろん家庭内も仕事も学校も地域社会でも、
出来る限りの努力をしながら、少しでも自分以
外の人や、物事の為に出来る事から無理せず、
役に立ち合う為の事をして行く事と思います。

世の中は、えっと思えるような状態に戻りつ
つあります。車が渋滞だったり、あちこち大勢
の人達が行き交う様になりました。どうか、基
本であります手洗い・うがい・マスク・空気の
入れ替え、個人々の気をつけるべきことをしっ
かりしましょう。毎日ニュースの中に家族の殺
人という痛ましい事件が流れてきています。本
人にしか分からない事だと思いますが、お願い

します、殺さないで下さい、死なないで下さい。
途中でダメと思えば終わります。やり続けなが
ら、時を待つのです。必ず道は開けると思うか
らです。

当たり前にきた事が当たり前でなくなり、物
事のどんでん返しが起きています。今までがこ
うだったから、では済まされない大きく見直し
やあり方が変わる時、変わらなければいけない
時にきているのです。

雑多な情報やストレスが充満していて、常に
脳内であれこれ余計なことを考えている状態が
起り、ストレスでいっぱいになっています。マ
インドフルネス・セルフケアという指導法の一
つとして、禎花式呼吸法をお伝えしています。

マインドフルネスとは、今、ここにある事に
意識を向ける事。今、目の前にある事に集中し
て、過去の記憶や未来に意識が向くのを可能
な限り抑えることで、脳が休まり、脳疲労がと
れ、頭がリセットされます。そうすると物事の
判断力のアップ、集中力アップ、ストレスの減
少、免疫力の向上へとつながります。マインド
フルネスは、科学的に認められた脳の休息法で
す。呼吸に意識を向けると良いでしょう。セル
フケアで30年以上皆さまにお伝えしてきた呼吸
法が、ハーバード大学医学部で研究されている
呼吸法と同じだったことを最近知りました。

禎花式呼吸法
4・4・8⇒　①息を吐ききる　②息を4秒か

け、鼻から吸う　③4秒かけて息を止める　
④8秒かけて息を吐ききる　口をすぼめるよう
に、お腹をへこませて息を出しきる

交感神経が優位となりやすいストレスの多い

新型コロナウイルスの見えないことへの不安と見えない心の向かいかた新型コロナウイルスの見えないことへの不安と見えない心の向かいかた

　　　　　　　　　　　　　北陸日本サイ科学会会長　　佐藤�禎花


